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CO2Laserの p-branchにおける SmallSignalGainの トProfileは､Laserス
ペクトルの型をドップラー型と仮定すると､理論的に次のように表わされる｡ ll
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(3)
の関係があることから､RegurarBandの分子数密度Nl/N2を用い､SequenceBandの分
















(Fig.3,4) にそれぞれN2. H eの分圧を
変化させた時の実換結果を示す｡これらの
結果から Regular band.O回転温度T rot
(Reg･)に比べ Seque,nee band の回転温度
回転緩和が非常に遵いために､回転温度は
る｡今回の実攻では､T rot(Re宕.)に比べ
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